
近年深刻な問題となっている地球人口の増加に伴うエネルギーの大量消費，ならびにそれによって引き起
こされる環境破壊や化石燃料枯渇問題などに対応するためには，再生可能な新エネルギーの普及とともに
エネルギーを使用する様々なシステムにおいても低損失化，高効率化が求められている．

電力機器の低損失化を成し遂げる有力な技術が超伝導技術である．電気抵抗ゼロという特異な性質によっ
て，損失ゼロの送電線，SMES(超伝導磁気電力貯蔵装置)，小型で強力な電磁石，高効率なモータや発電
機，電力機器が実用化されつつある．また，将来的に100億人に迫る人類の生活を支えるエネルギー源の
本命とされる核融合炉において，超電導磁石は必須の構成要素である．これらの線材の超伝導体に限ら
ず，超伝導磁気浮上を用いたエネルギー貯蔵フライホイールなど，超伝導バルク(塊)体の応用機器も活発
に研究されている．

これら超伝導応用機器は全て，超伝導体の磁束ピニングによって，その性能（磁気浮上力や臨界電流密
度）が決まる．
近年実用化が進められている超伝導応用機器そのほとんどが臨界温度が高い銅酸化物超伝導体を用いてい
る．これは銅酸化物であるために製造過程が複雑で，製造中の温度変化やその後の環境（湿度，線材であ
れば曲げの履歴）によって性能が変化しやすい．そのためさらに性能特性評価が重要である．

本研究は超伝導応用機器の設計の最適化のためにその性能決定要因である磁束ピン止め力の特性を力学的
に評価することを目的に，バルク超伝導体を用いた新規応用機器の開発，特に磁性流体と組み合わせるこ
とによって従来にない超伝導浮上の応用についての運動特性解析を行うと共に，その根源である超伝導体
の磁束ピニングによる磁化特性・性能の解析を行うものである．

主な共同研究者(学内）

博士(工学)

研究の内容

主な共同研究者(学外）

学科等

ﾌﾘｶﾞﾅ フタムラ ムネオ 学位

futamura@akita-pu.ac.jp機械知能システム学科 Eﾒｰﾙ

秋田県立大学「人類の持続可能な発展に資する科学技術」

「苗」研究のエントリーシート

研究テーマ

研究代表者 二村 宗男 役職 助教

新規超伝導機械システムの開発および特性解析

図１． 本研究の位置づけの概要
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期待される成果・波及効果

超伝導磁束ピン止め特性は超伝導応用の全てに共通の性能指標であり，その特性解析手法の確立は超電導
応用分野全般に亘る．
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超伝導体のピン止め特性を磁気力や浮上磁石の動的特性から解析評価する．
超伝導体に磁性流体を組み合わせた機械システムという，これまでに研究例が無いタイプの超伝導応用シ
ステムの研究を行う．
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